
42条1項1号の記載見本 ・東側…官民境界が確定している場合
・南側…官民境界が確定していない場合

…雲形囲み部分は、記載内容の注釈です。

申請建物

官民境界確定線～　4,000

区金属プレート

区石

L型～L型現況 3,950

官
民
境
界
確
定
済
み

42条1項1号道路の幅員と測定対象を明示。

道路の現況を明示。

官民境界が確定されていれば、
官民境界確定済みを明示。
※「査定」ではありません。
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溝

L型溝

対
面
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型
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54
5

官民境界確定線～　4,000

官民境界が未確定で、現況幅員が足りない場合、対面の

道路境界線（L型溝など）から敷地側に暫定一方後退とし、

明記する。

道
路
境
界
線

隣地境界線 15,500

隣
地
境
界
線

道
路
中
心
線

42条1項1号道路
認定幅員　4.0ｍ

区画整理幅員　4.0ｍ

標示物を明示。

道路中心線
42条1項1号道路
認定幅員　4.545ｍ

暫定一方後退

区金属プレート
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路
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界
線
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後
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45

L型溝

現況幅員と測定対象を明示。

現況幅員と測定対象を明示。

後
退
寸
法

L
型
～
L
型
現
況

道路境界線　12,500

建築基準法の道路種別・幅員を記入。
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5
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42条1項1号道路の幅員と測定対象を明示。

後退寸法を明示。

4,
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0
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5

※道路の現況は、図示でなく、

　文字による記入でも可。

※敷地前面で現況幅員が足りている場合でも、

　対岸が一方後退しているなど一部の区間のみで

　現況幅員が足りている時は、後退が必要な

　ケースもありますので、十分な調査をお願いします。

真北

※建物配置、高低差等の明示は、この見本では省略。


